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広報

　２月２０日（日）、自然休養村管理センターで小町薬膳
料理教室が開催されました。薬膳料理教室は、田村新
田区で晩年を過ごしたとされる江戸時代の漢方医、中
神琴渓にちなみ井手町まちづくり協議会（小川俊雄会
長）の主催で行われており、今回で４回目です。
　井手町まちづくり協議会は、今年度は小野小町をテ

～食べて美しい人に～

小小町町薬薬膳膳料料理理教教室室

ーマに事業を行っており、薬膳を取り入れた料理で体の中からきれいになろうと小町薬膳料理教室を行いました。
同教室の参加者は薬膳の五性、五味といった考え方についての講義を受講したあと、井手町産の春菊、ゴボウ、大根
などを使い造血作用促進や、肝機能の向上効果がある４品目を作りました。
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平成２１年度

一般会計決算

３億５０３３万
４千円の黒字

の黒字

　
平
成
　
年
度
の
一
般
会
計
と
７

２１

つ
の
特
別
会
計（
国
民
健
康
保
険
・

多
賀
地
区
簡
易
水
道
・
老
人
保
健
・

後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
・

公
共
下
水
道
事
業
・
多
賀
財
産

区
）、
井
手
町
水
道
事
業
会
計
の

決
算
は
、
昨
年
９
月
の
定
例
町
議

会
に
提
案
さ
れ
、
閉
会
中
の
継
続

審
議
に
付
さ
れ
た
の
ち
、
昨
年
の

　
月
定
例
町
議
会
に
お
い
て
認
定

１２さ
れ
ま
し
た
。

　
各
会
計
に
お
け
る
決
算
は
表
１

の
と
お
り
で
す
。

　
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入

　
億
９
０
０
０
万
６
千
円
に
対

４１し
、
歳
出
　
億
３
９
６
７
万
２
千

３８

円
で
、
差
し
引
き
形
式
収
支
で

は
、
３
億
５
０
３
３
万
４
千
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
内
翌

年
度
へ
の
繰
越
明
許
財
源
１
３
６

１
万
２
千
円
を
差
し
引
い
た
実
質

収
支
は
３
億
３
６
７
２
万
２
千
円

と
な
り
、
こ
れ
が
平
成
　
年
度
へ

２２

の
繰
越
金
と
な
り
ま
し
た
。

　
監
査
委
員
の
報
告
で
は
「
町
の

歳
入
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
歳
入
の

根
幹
で
あ
る
町
税
収
入
は
法
人
町

民
税
の
増
収
に
よ
り
大
き
く
増
加

し
た
も
の
の
、
こ
れ
は
臨
時
的
な

要
素
で
あ
り
、
景
気
の
動
向
は
ま

だ
ま
だ
不
安
定
で
あ
り
、
経
済
情

勢
は
予
断
を
許
さ
れ
な
い
な
ど
、

町
税
を
は
じ
め
と
す
る
歳
入
の
確

保
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
厳
し
い
状

況
が
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
他
方
、
歳
出
に
お
き
ま
し
て

も
、
扶
助
費
な
ど
の
義
務
的
経
費

は
引
き
続
き
増
加
す
る
中
で
、
限

ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上

げ
る
た
め
の
施
策
の
緊
急
度
、
重

要
度
や
、
経
済
性
、
効
率
性
、
有

効
性
を
判
断
さ
れ
、
住
民
の
暮
ら

し
の
利
便
性
、
快
適
性
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
複
線
の

事
業
化
に
向
け
て
基
金
を
積
み
立

て
て
備
え
て
い
る
こ
と
、
井
手
町

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策

定
し
、
庁
舎
及
び
小
・
中
学
校
な

ど
へ
の
太
陽
光
発
電
を
設
置
し
た

こ
と
は
、
環
境
に
対
す
る
配
慮
が

非
常
に
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
多
額
の
各
種
の
基
金
を
有
し
、

有
効
に
運
用
さ
れ
て
、
健
全
な
行

政
運
営
に
努
め
ら
れ
て
い
る
な

ど
、
評
価
す
べ
き
と
こ
ろ
が
随
所

で
見
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
事
業
の

見
直
し
や
行
政
改
革
に
取
組
ま
れ

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
行
政

施
策
、
新
た
な
行
政
需
要
や
課
題

に
つ
い
て
、
よ
り
迅
速
か
つ
適
切

に
対
応
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
を

図
ら
れ
る
よ
う
一
層
の
創
意
工
夫

が
望
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。」

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

歳入(収入)
　歳入は４１億９０００万６千円で、前年度より５億３５０１万６千円（１４.６％）の増となりました。これは、定額交付金交
付事業、地域活性化経済危機対策臨時交付金等の国庫補助金２億９１４１万３千円及び前年度からの繰越金１億６１０８万
６千円の増収が大きく起因しています。

町税　
　１０億６９１４万８千円（対前年度４．４％増）
　町税収入は、歳入全体の２５．５％を占め、１世帯あた
り３２万１７４２円、１人あたり１２万６４３円を納めていただい
たことになります。

地方交付税
　１４億９９４０万円（対前年度０．５％減）
　地方公共団体が標準的な行政運営を行う場合に財源
不足額に応じて国から交付されるお金です。歳入全体
の３５．８％を占めています。

国庫支出金
　４億７１４３万８千円（対前年度１６１．９％増）
　国の行政に要する経費、町の特定の施策を行うため
の経費の財源に充てるため、その財源の全部または一
部をその目的、性格により、負担金、補助金、委託金
の三つに分類されて交付されるものです。

町債
　２億３０３０万円（対前年度９．８％増）
　地方交付税の代替え財源としての臨時財政対策債２億１８４０万円の他、清掃車購入、町道３８号線道路改良工事に充
当するため１１９０万円借り入れしています。

歳入（収入）

備考実質収支額
翌年度へ繰り
越すべき財源

歳　出歳　入会計別

336,72213,6123,839,6724,190,006一般会計

2,226０983,693985,919
国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

特
　
別
　
会
　
計

11,791０43,95355,744
多賀地区簡易水道
事 業 特 別 会 計

311０2,1692,480
老 人 保 健
特 別 会 計

2,409０78,06280,471
後期高齢者医療
特 別 会 計

44,945０613,446658,391
介 護 保 険
特 別 会 計

7,093０453,522460,615
公共下水道事業
特 別 会 計

588０1,9222,510
多 賀 財 産 区
特 別 会 計

各  会  計  別 　 歳  入  ・  歳  出

差引額
   3,129

収益的支出（消費税含む）
102,423

収益的収入（消費税含む）
105,552井手町水道

事業会計 差引額
△33,954

資本的支出（消費税含む）
42,249

資本的収入（消費税含む）
8,295

△30,825144,672113,847計

(単位：千円)
表１
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歳出（支出）
　歳出は３８億３９６７万２千円で、前年度より５億１４６６万２千
円（１５．５％）増となりました。主な支出は次のとおりです。

総務費　
　１０億２６７６万３千円（対前年度６．５％増）
・特別会計繰出金  　　　 ４億４０４２万６千円
・基金積立  　　　　　 ７４１５万２千円
・庁舎太陽光発電装置設置　　　　　　　１８３６万９千円
・公共施設地上デジタル事業　　　　　　　４４８万９千円
・定額給付金交付事業　　　　　　　  １億３３６０万６千円

民生費
　７億８９８９万２千円（対前年度３．１％増）
・デイサービス等事業委託　　　　　　　　　 １６５９万円
・障害者自立支援事業　　　　　　　　　　　 ８７７９万円
・公共施設バリアフリー整備　　　　　　　１６６万９千円
・児童手当　　　　　　　　　　　　　　　　 ５８５１万円
・多賀保育園改修　　　　　　　　　　　　５９８万５千円

衛生費
　２億７０９７万９千円（対前年度１．３％減）
・予防接種事業、健康増進等　　　　　　２０２２万３千円
・乳児健診等　　　　　　　　　　　　　　７１６万６千円
・古紙等再生資源集団回収事業　　　　　　１０２万１千円
・ごみの収集運搬　　　　　　　　　　　２９０８万４千円
・城南衛生管理組合分担金　　　　　１億２５１９万１千円

商工費
　５４７４万４千円（対前年度９０．５％増）
・商工会振興事業　　　　　　　　　　　　 ７５０万円
・プレミアム付き商品券発行補助 　  １３００万円
・玉川桜並木保存事業　　　　　　　　 ２３１万３千円
・玉川の名水を守る会補助　　　　　　　　 ２００万円

農林水産業費　
　４４５３万８千円（対前年度３４．５％減）
・農地有効利用支援整備　　　　　　　　　       ２０６万円
・豊かな緑と清流を守る森林整備事業　　      １６万２千円

土木費　
　５億７４９０万６千円（対前年度１４７．５％増）
・町道３８号線道路改良他２線　　　　    １４５１万７千円
・町道４号線他道路舗装　　　　　　    ２７１１万５千円
・下排水路改修工事　　　　　　　　    １９９３万４千円
・町営住宅屋上防水工事　　　　　　     ６０２万７千円
・都市開発基金積立  　　   ４億１０９万６千円
　JR奈良線の複線化に備えて基金を積み立てました

公債費
　４億２６４３万４千円（対前年度０．３％増）
・償還元金　　　　　　　　　　　３億６９９７万９千円
・償還利子　　　　　　　　　　　　　５６４３万７千円
・一時借入金利子　　　　　　　　　　　１万８千円

消防費
　２億１５７万４千円（対前年度０．１％増）
・常備消防設置委託　　　　　　　       １億４７８８万円
・消防団資機材購入　　　　　　　　     ６２４万４千円
・消防車庫整備　　　　　　　　　　     ７２９万６千円

教育費
　３億８３４９万３千円（対前年度２３．３％増）
・小中学校空調設備設置　　　　　　　 ４４２９万８千円
・小中学校太陽光発電装置設置　　　　 ５０２９万５千円

労働費
　９１１万５千円（対前年度皆増）
・緊急雇用創出事業　　　　　　　　　　　９１１万５千円

町税
21.1％

地方交付税
31.1％

府支出金
4.8％

町債
9.0％

その他
3.8％

人件費
20.5％

扶助費
4.9％

公債費
27.9％

物件費
10.4％

補助費等
9.5％

繰出金
11.1％

普通建設
事業費
15.3％

歳 

入

町税
21.1％

地方交付税
31.1％

府支出金
4.8％

町債
9.0％

その他
3.8％

人件費
20.5％

扶助費
4.9％

公債費
27.9％

物件費
10.4％

補助費等
9.5％

繰出金
11.1％

普通建設
事業費
15.3％

歳 

出

議会費 79,146,000円

総務費
899,944千円

民生費 
747,936千円

衛生費
286,952千円

労働費 3,000円

農林水産業費
97,081,000円

商工費
27,526,000円

消防費
241,039千円

土木費
164,866千円

教育費
282,830千円

災害復旧費
20,000円

公債費
1,246,220千円

目
的
別
歳
出

（写真はJR奈良線複線化促進協議会総会の様子）

【自主財源】
町が自ら収納・徴収できる財源
【依存財源】
国や県から交付・割り当てられ
る財源
【地方交付税】
自治体の財政力に応じて国から
交付されるお金
【繰入金】
財政調整基金（家庭の預貯金に
あたる）の取り崩しなどにより
繰り入れたお金
【繰出金】
特別会計などに繰り出したお金

用語の解説
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４
月
　
日
に
任
期
が
満
了
す

２９

る
京
都
府
議
会
議
員
一
般
選
挙

は
、
４
月
１
日
に
告
示
さ
れ
４

月
　
日
が
投
票
日
と
な
っ
て
い

１０
ま
す
。
こ
の
選
挙
は
京
都
府
民

の
代
表
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で

あ
り
、
棄
権
し
な
い
で
、
よ
く

見
、
よ
く
聞
き
、
よ
く
考
え
て

必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

【
投
票
で
き
る
人
は
】

　
今
回
の
選
挙
に
投
票
資
格
が

あ
る
人
は
、
平
成
３
年
４
月
　１１

日
以
前
生
ま
れ
、
投
票
日
当
日

　
歳
以
上
に
な
っ
て
い
る
方
で

２０す
。
こ
の
う
ち
、
平
成
　
年
　

２２

１２

月
　
日
ま
で
に
町
内
に
住
民
登

３１
録
を
し
て
、
投
票
日
に
お
い
て

も
引
き
続
い
て
在
住
さ
れ
て
い

る
方
は
、
井
手
町
で
投
票
で
き

ま
す
。

【
転
入
さ
れ
た
方
】

　
平
成
　
年
１
月
以
降
京
都
府

２３

内
の
市
町
村
か
ら
、
井
手
町
に

転
入
さ
れ
、
投
票
日
に
お
い
て

も
引
き
続
い
て
在
住
さ
れ
て
い

る
方
の
う
ち
、
転
入
前
の
市
区

町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
は
、
転
入
前
の
住

事
の
た
め
、
旅
行
中
ま
た
は
滞

在
中
で
あ
る
場
合（
た
と
え
ば
、

レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
の
私

用
で
投
票
区
の
区
域
外
に
い
る

よ
う
な
場
合
。）

３
．
投
票
日
当
日
、
出
産
、
手

術
、
身
体
の
障
害
等
で
歩
く
こ

と
が
困
難
で
あ
る
場
合
で
す
。

◎
期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間

は
、
４
月
２
日
（
告
示
の
翌
日
）

か
ら
４
月
９
日
（
投
票
日
の
前

日
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

投
票
時
間
は
土
・
日
曜
日
を
含

め
て
午
前
８
時
　
分
か
ら
午
後

３０

８
時
ま
で
の
間
、
役
場
西
別
館

１
階
期
日
前
投
票
所
で
、
行
っ

て
い
ま
す
。

【
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
】

　
４
月
　
日
の
投
票
日
に
、
都

１０

道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が

指
定
し
た
病
院
や
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
入
所
中
の
方
、
ま

た
、
身
体
障
害
者
支
援
施
設
に

入
所
中
の
方
は
、
選
挙
当
日
、

投
票
に
行
け
な
い
と
見
込
ま
れ

る
方
の
た
め
に
、
投
票
日
の
前

で
も
病
院
施
設
等
で
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

は
、
４
月
２
日
（
告
示
の
翌
日
）

か
ら
４
月
９
日
（
投
票
日
の
前

日
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
病
院
や
老
人

ホ
ー
ム
等
又
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

【
井
手
町
以
外
の
市
区
町
村
で

日
当
日
ま
で
大
切
に
保
管
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
選
挙
公

報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
区
の

隣
組
よ
り
配
布
し
ま
す
。

【
投
票
所
入
場
券
は
忘
れ
ず
に
】

　
４
月
　
日
（
日
）
の
投
票
日

１０

に
は
、
次
の
こ
と
を
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か

ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

◎
入
場
券
に
指
定
さ
れ
た
投
票

所
以
外
で
は
投
票
で
き
ま
せ

ん
。

◎
投
票
所
に
行
く
と
き
は
、
入

場
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
お
忘
れ
に
な
っ
た
時

は
、
そ
の
旨
を
投
票
所
の
係
員

に
申
し
出
て
、
再
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

◎
投
票
し
よ
う
と
す
る
時
は
、

投
票
所
内
に
掲
示
さ
れ
て
い
る

候
補
者
の
氏
名
を
見
直
し
、
も

う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
代
理
・
点
字
投
票
は
】

　
身
体
の
故
障
な
ど
の
た
め
、

自
分
で
投
票
用
紙
に
候
補
者
を

記
載
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、

代
理
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

代
理
投
票
制
度
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
投
票
日
の
当
日
、
投
票

所
の
係
員
に
申
出
て
く
だ
さ

い
。
二
人
の
投
票
補
助
者
が
決

め
ら
れ
、
投
票
の
代
理
を
し
ま

す
。
ま
た
、
目
の
不
自
由
な
方

に
は
、
点
字
投
票
制
度
が
あ
り

ま
す
。
遠
慮
な
く
係
員
に
申
し

所
地
で
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
投
票
の

際
、
井
手
町
に
引
き
続
い
て
居

住
中
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

居
住
証
明
書
類
が
必
要
で
す
。

（
役
場
住
民
福
祉
課
で
発
行
し

ま
す
の
で
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。）

【
転
出
さ
れ
た
方
】

　
井
手
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
京
都
府

内
の
市
区
町
村
に
住
所
を
移
さ

れ
た
方
は
、
井
手
町
か
ら
引
き

続
き
京
都
府
内
の
市
区
町
村
に

居
住
中
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
（
転
出
先
の
市
区
町
村

が
発
行
す
る
も
の
）
を
持
っ
て

登
録
さ
れ
て
い
る
投
票
所
に
提

出
す
れ
ば
、
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
転
出
先
の
新
住
所

地
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
は
除
く
。）

【
投
票
所
入
場
券
及
び
選
挙
公

報
の
配
布
】

　
投
票
所
入
場
券
の
配
布
に
つ

き
ま
し
て
は
、
選
挙
人
一
人
に

一
枚
、
郵
便
は
が
き
に
て
、
ご

家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
。
投
票

京
都
府
議
会
議
員
一
般
選
挙

投
票
日
は

４
月

　
日
（
日
曜
日
）

１０

出
て
く
だ
さ
い
。

【
期
日
前
投
票
】

　
４
月
　
日
に
次

１０

の
理
由
に
よ
り
、

投
票
日
に
投
票
所

に
行
け
な
い
と
見

込
ま
れ
る
方
の
た

め
に
、
期
日
前
投

票
制
度
が
あ
り
ま

す
。
   期
日
前
投
票
が

で
き
る
場
合
は
、

次
の
と
お
り
で

す
。

１
．
投
票
日
当

日
、
職
務
に
従
事

中
で
あ
る
と
き
。

２
．
何
ら
か
の
用

区域投票所の施設名投票所名

石垣・水無・高月井手小学校体育館第１投票所

上井手・有王上井手区公民館第２投票所

東部・西部・北部多賀小学校体育館第３投票所

南部南部公民館第４投票所

玉水玉水公民館第５投票所

北・南
いづみ人権交流センター

研修棟
第６投票所

あなたの投票所は

区域投票所の施設名投票所名

水無・高月・石垣井手小学校体育館第１投票所

上井手・田村新田上井手区公民館第２投票所

東部・西部・北部多賀小学校体育館第３投票所

南部南部公民館第４投票所

玉水玉水公民館第５投票所

北・南
いづみ人権交流センター

研修棟
第６投票所

あなたの投票所は
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蛎

各

劃

廓

鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇
嚇

不
在
者
投
票
を
す
る
と
き
】

１
．
不
在
者
投
票
を
さ
れ
る
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
滞
在
地
の
市

区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

宣
誓
書
用
紙
の
交
付
を
受
け
、

こ
れ
に
投
票
日
当
日
（
４
月
　１０

日
）
に
、
投
票
所
に
行
っ
て
投

票
で
き
な
い
理
由
に
○
を
付
け

井
手
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
、

直
接
ま
た
は
郵
便
で
投
票
用
紙

等
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
請
求
を
受
け
た
選
挙
管
理

委
員
会
は
、
投
票
用
紙
、
不
在

者
投
票
用
封
筒
お
よ
び
封
筒
に

入
れ
封
を
し
た
「
不
在
者
投
票

証
明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。
こ

の
「
不
在
者
投
票
証
明
書
」
の

封
筒
は
決
し
て
開
封
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
開
封
さ
れ
る
と
不

在
者
投
票
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

３
．
交
付
さ
れ
た
投
用
紙
等
を

持
っ
て
滞
在
地
な
ど
の
市
区
町

村
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
示
に

従
っ
て
投
票
し
ま
す
。

４
．
不
在
者
投
票
を
受
け
付
け

た
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

は
、
あ
な
た
の
不
在
者
投
票
を

す
ぐ
井
手
町
選
挙
管
理
委
員
会

へ
送
付
し
ま
す
が
、
投
票
所
閉

鎖
時
刻
ま
で
に
到
着
し
な
い
と

無
効
に
な
り
ま
す
の
で
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
郵
便
等
投
票
制
度
】

　
選
挙
人
で
身
体
障
害
者
手

帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・
介
護
保

険
の
被
保
険
者
証
を
交
付
さ
れ

て
い
る
人
で
、
そ
の
障
害
・
傷

病
・
要
介
護
状
態
区
分
の
程
度

が
一
定
以
上
で
あ
る
場
合
は
、

事
前
に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
交

付
申
請
を
行
い
郵
便
等
投
票
証

明
書
の
交
付
を
受
け
て
お
き
、

そ
の
証
明
書
を
添
え
て
投
票
用

紙
を
請
求
し
、
郵
便
等
に
よ
り

自
宅
で
投
票
す
る
方
法
で
す
。

身
体
の
障
害
の
状
態
が
次
に
該

当
す
る
方
は
郵
便
投
票
制
度
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

障害の程度該当する障害種別

１級・２級両下肢・体幹・移動機能

身体障害者
手帳

１級・３級
心臓・じん蔵・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小腸　

１級から３級免疫・肝臓

特別項症から第２項症両下肢・体幹

戦傷病者手帳
特別項症から第３項症

心臓・じん蔵・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小腸・肝臓　

要介護５
介護保険の
被保険者証

【
郵
便
等
投
票
に
お
け
る
代
理

記
載
制
度
】

　
郵
便
等
投
票
の
対
象
者
で
、

次
の
要
件
に
も
該
当
す
る
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
届
出
を
し
た
代
理
人

１
人
（
選
挙
権
を
有
す
る
人
）

に
投
票
に
関
す
る
記
載
を
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方

　
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の

程
度
が
１
級

・
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方

　
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
の

程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項

症
ま
で
の
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
　
以
上
が
不
在
者
投
票
の
あ
ら

ま
し
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の

方
が
大
切
な
選
挙
権
を
行
使
で

き
る
よ
う
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

【
開
票
は
井
手
町
自
然
休
養
村

管
理
セ
ン
タ
ー
で
】

　
開
票
事
務
は
、
投
票
日
当

日
、
午
後
８
時
　
分
か
ら
井
手

４５

町
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
井
手
町
選

挙
管
理
委
員
会
（
℡
　
‐
６
１

８２

６
１
）に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　井手町の水道は、使用者からの料金収入で経営していま
す。このため、水道料金が納付されないと、事業の経営に

支障が生じます。

　負担の公平と水道事業の円滑な経営のため、水道料金は

期限内に納付してください。

　なお、料金が未納の方に対しては、給水条例に基づき給

水を停止しますので、早急にお支払ください。

　お問い合わせ　上下水道課　℡82－6169

給水を停止します！！　
   水道料金未納の方はご注意を！！ センサス君からの

お知らせです

平成22年平成17年

3，1123，217世帯数

8，4548，951人口

　皆様にご協力いただきま
した平成22年国勢調査につ
いて、本町における人口・世
帯数に関する集計結果をお
知らせします。なお、この
数字は総務省統計局の公表
と異なる場合があります。　

平成22年国勢調査調査結果
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１
月
　
日
（
日
）、
宇
治
田
原
町

２３

住
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
西

日
本
大
会
京
都
予
選
大
会
で
、「
山

吹
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
」（
市
場
博
之

代
表
）
が
合
併
後
の
公
式
戦
初
戦

を
勝
利
で
飾
り
ま
し
た
。　

　
同
野
球
ク
ラ
ブ
は
町
内
の
少
年

野
球
チ
ー
ム
、「
井
手
ジ
ャ
ガ
ー

ズ
」
と
「
多
賀
キ
ン
グ
ズ
」
が
１

月
か
ら
合
併
し
た
も
の
で
、
木
田

豊
誠
監
督
は
、「
１
＋
１
が
３
に
も

と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

玉
津
岡
神
社
本
殿
は
京
都
府
の
登

録
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

周
辺
の
鎮
守
の
森
は
文
化
財
環
境

保
全
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
神
社
関
係
者
が
水
消
火
器
の
消

火
訓
練
、
本
殿
収
蔵
品
の
搬
出
訓

練
を
行
っ
た
後
、
分
署
員
ら
に
よ

り
境
内
で
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。　
　

い で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウ オ
ッ チ ン

グ

４
に
も
な
り
ま
し
た
。
合
併
の
効

果
で
す
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

合
併
初
戦
を
勝
利
で
飾
る

山吹少年野球クラブの皆さん

愛
犬
の
正
し
い

　
　
し
つ
け
の
た
め
に

　
２
月
３
日
（
木
）、
自
然
休
養
村

管
理
セ
ン
タ
ー
で
犬
の
し
つ
け
方

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
飼
い
主

に
正
し
い
し
つ
け
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

初
回
で
あ
る
１
月
　
日
（
木
）
に

２７

犬
の
健
康
管
理
、
習
性
な
ど
の
講

習
を
受
け
た
参
加
者
が
飼
い
犬
同

伴
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
教
室
で
は
、
飼
い
犬
が
飼
い
主

の
横
に
つ
い
て
歩
く
よ
う
に
し
つ

け
る
リ
ー
ダ
ー
ウ
ォ
ー
ク
や
、
エ

サ
を
使
う
場
合
、
使
わ
な
い
場
合

の
お
座
り
の
し
つ
け
方
な
ど
の
講

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
飼
い
犬
同

伴
の
実
技
講
習
は
全
３
回
行
わ

れ
、
参
加
者
は
愛
犬
と
一
緒
に
し

つ
け
方
を
学
び
ま
し
た
。　

リーダウォークに挑戦する参加者

度
７
な
ど
の
揺
れ
を
体
験
、
ま
た

家
型
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
模
型

を
作
り
、
柱
と
柱
の
間
に
「
筋
交

い
」
を
入
れ
た
家
と
入
れ
て
い
な

い
家
と
の
揺
れ
方
の
違
い
を
学
習

し
た
ほ
か
、
ク
イ
ズ
や
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
に

よ
り
地
震
へ
の
対
策
を
学
び
ま
し

た
。

地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
学
び
ま
し
た

　
２
月
３
日
（
木
）、
多
賀
小
学
校

で
、
２
月
４
日
（
金
）
井
手
小
学

校
で
、
地
震
に
強
い
安
心
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ
た
め
の
出
前

授
業
が
井
手
分
署
や
府
山
城
北
土

木
事
務
所
職
員
の
指
導
の
も
と
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
授
業
で
は
、
起
震
車
を
使
い
震

筋交いが入っていない模型を触り
揺れを実感する児童【井手小】

　
１
月
　
日
（
火
）、
京
田
辺
市
消

２５

防
署
井
手
分
署
は
、
玉
津
岡
神
社

で
消
防
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
訓

練
は
１
月
　
日
～
　
日
の
『
文
化

２０

２６

財
防
火
週
間
』
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、
社
務
所
か
ら
出

火
し
本
殿
に
延
焼
の
危
険
が
あ
る

玉
津
岡
神
社
で
消
防
訓
練

境内での放水訓練

ペーパークラフトで
家の模型を作る児童【多賀小】

世
界
記
録
へ
の
挑
戦

　
１
月
　
日
（
水
）
か
ら
、
流
し

１９

そ
う
め
ん
世
界
記
録
に
挑
戦
ｉ
ｎ

井
手
町
実
行
委
員
会
（
小
川
幸
一

実
行
委
員
長
）
に
よ
る
、「
世
界
記

録
に
挑
戦
！
流
し
そ
う
め
ん
大

会
」
の
た
め
の
竹
の
切
り
出
し
な

ど
の
準
備
が
茶
う
す
山
の
竹
林
で

始
ま
り
ま
し
た
。

   同
大
会
は
町
内
諸
団
体
の
交
流

活
動
を
促
進
し
、
ま
ち
の
活
性
化

を
は
か
ろ
う
と
、
町
商
工
会
を
始

め
、
町
建
設
業
協
会
、
町
内
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
、　
団
体
で
構
成

１７

さ
れ
る
同
実
行
委
員
会
主
催
で
行

わ
れ
ま
す
。
準
備
は
竹
の
切
り
出

し
、
節
を
取
り
除
く
作
業
、
竹
の

設
置
作
業
な
ど
毎
週
土
日
に
か
け
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Ａ
Ｅ
Ｔ
と
の
交
流
会

　
２
月
　
日
（
月
）、
井
手
小
学
校

１４

の
４
年
生
が
小
川
俊
雄
さ
ん
と
宮

本
敏
雪
さ
ん
を
、
２
月
　
日
１７

（
木
）、
多
賀
小
学
校
の
４
年
生
が

宮
本
敏
雪
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

南
山
城
水
害
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
　
今
回
の
授
業
の
前
に
児
童
は
、

事
前
に
南
山
城
水
害
に
つ
い
て
学

習
を
し
て
い
ま
し
た
。
授
業
で
は

当
時
の
写
真
を
使
っ
た
説
明
や
、

体
験
談
が
話
さ
れ
児
童
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
、
多
賀
小
学
校
で
は
授

業
の
最
後
に
児
童
が
「
流
さ
れ
て

き
た
泥
や
木
材
は
ど
こ
に
運
ば
れ

ま
し
た
か
。」「
車
や
ト
ラ
ッ
ク
は

ど
う
な
り
ま
し
た
か
。」な
ど
の
質

問
を
し
て
い
ま
し
た
。

災
害
の
怖
さ
を
学
ぼ
う

準備作業の様子

　
２
月
　
日
（
火
）、
玉
川
保
育
園

１５

と
多
賀
保
育
園
で
、
町
の
英
語
指

導
助
手
で
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｔ
の
ノ
ル
・

ガ
ル
シ
ア
さ
ん
と
の
交
流
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
ガ
ル
シ
ア
さ
ん
は

泉
ヶ
丘
中
学
校
で
英
語
の
指
導
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
遊
び
を
通
し

て
英
語
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
井

手
・
多
賀
両
小
学
校
の
英
語
活
動

や
町
内
の
保
育
園
で
の
交
流
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
多
賀
保
育
園
で
は
、
５
歳
児
　１７

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
様
々
な
色

の
ク
ッ
シ
ョ
ン
や
果
物
の
絵
を
使

い
発
音
の
ポ
イ
ン
ト
を
指
導
し
、

園
児
は
ガ
ル
シ
ア
さ
ん
の
軽
快
な

話
し
方
や
内
容
に
夢
中
に
な
り
な

が
ら
楽
し
ん
で
英
語
を
学
ん
で
い

ま
し
た
。

合
藪
ポ
ン
プ
場
見
学

　
２
月
　
日
（
金
）、
井
手
小
学
校

１８

の
４
年
生
　
人
が
、
合
藪
ポ
ン
プ

４５

場
を
見
学
し
ま
し
た
。
合
藪
ポ
ン

プ
場
は
井
手
町
内
を
流
れ
る
河
川

の
水
を
木
津
川
に
排
水
す
る
施
設

で
、
木
津
川
が
増
水
し
て
川
の
水

が
木
津
川
に
流
れ
な
い
と
き
に
ポ

ン
プ
に
よ
っ
て
強
制
的
に
排
水

し
、
地
域
の
洪
水
を
防
ぐ
た
め
の

役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
児
童
は
職
員
か
ら
合
藪
ポ
ン
プ

場
の
役
割
や
性
能
な
ど
の
説
明
を

聞
い
た
後
、
施
設
内
の
操
作
室
や

ス
ク
リ
ュ
ー
ポ
ン
プ
、
エ
ン
ジ
ン

を
設
置
し
た
機
械
室
を
み
て
ま
わ

り
、
ポ
ン
プ
の
試
運
転
の
様
子
を

見
学
し
ま
し
た
。

楽しみながら英語を学ぶ園児

小
野
小
町
を

　
　
　
テ
ー
マ
に
講
演

　
２
月
　
日
（
火
）、
自
然
休
養
村

１５

管
理
セ
ン
タ
ー
で
第
７
回
目
と
な

る
井
手
玉
川
大
学
講
座
と
閉
講
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
井
手
玉
川
大

学
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
、
社

会
活
動
に
対
す
る
意
欲
と
実
践
力

を
高
め
る
た
め
に
行
わ
れ
て
お

り
、
本
年
度
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

川
柳
な
ど
様
々
な
分
野
で
の
講
座

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
講
座
に
先
立
ち
閉
講
式
が
行
わ

れ
、
全
講
座
に
参
加
さ
れ
た
　
名
２６

に
皆
勤
賞
と
修
了
証
が
、
本
講
座

に
５
回
以
上
参
加
さ
れ
た
　
名
に

５６

修
了
証
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者

に
松
田
教
育
長
か
ら
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　
本
年
度
最
後
の
講
座
と
な
っ
た

今
回
は
、
宇
治
の
語
り
部
の
六
嶋

由
美
子
さ
ん
と
篠
笛
奏
者
の
奈
須

秀
子
さ
ん
が
、
晩
年
を
井
手
町
で

過
ご
し
た
と
さ
れ
る
小
野
小
町
に

ち
な
み
「
小
町
幻
想
」
～
小
野
小

町
も
の
が
た
り
～
と
題
し
た
物
語

を
篠
笛
の
音
色
と
と
も
に
披
露
。

参
加
者
は
、
み
や
び
や
か
な
平
安

時
代
の
世
界
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。　

十二単をまとい小野小町に扮して
講座を行う六嶋さん

宮本さんの話を
熱心に聴く児童【多賀小】

排水の様子を見学する児童

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

   同
大
会
は
、
３
月
　
日
（
日
）

２０

に
玉
川
堤
一
帯
で
行
わ
れ
、
当
日

は
ミ
ニ
そ
う
め
ん
流
し
や
模
擬

店
、
豪
華
商
品
が
当
た
る
ク
イ
ズ

な
ど
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
ク

イ
ズ
は
そ
う
め
ん
が
流
れ
切
る
時

間
を
当
て
る
も
の
で
、
現
在
の
世

界
記
録
で
あ
る
鳥
取
県
河
原
町
の

２
６
３
１
ｍ
で
の
時
間
は
　
分
で

５５

し
た
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
商

工
会
（
℡
　
‐
４
０
７
３
）
ま
で
。

８２
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家屋調査にご協力ください

　家屋の固定資産税は、毎年１月１日に所有されている
方に課税されます。次のような場合は税務課までご連絡
ください。
○新築・増築
　日程調整のうえ、職員が訪問して家屋調査を行います。
この調査は固定資産税の基となる評価額を算出するため
に行うものです。なお、建築図面等資料の借用をお願い
する場合があります。
○取り壊し
　「滅失届出書」の届出が必要です。届出がないと翌年度
以降も課税されてしまうことがあります。なお、登記し
ている家屋を取り壊した場合で、すでに法務局で滅失登
記の手続きをされた方は、届出の必要はありません。
○未登記家屋の所有者を変更
　「未登記建物取得届出書」の届出が必要です。届出がな
いと翌年度以降も前の所有者に課税されてしまうことが
あります。

バイク・軽自動車の廃車・名義変更の手続きは
お早めに

　軽自動車税は、毎年その年の４月１日現在で所有して
いる人に課税されます。
　盗難などで、現在所有していなくても廃車の手続きを
されませんと課税されることになります。
　なお、廃車・名義変更の手続きをする場所は、次のと
おりです。
【役場税務課】
　排気量が１２５㏄以下の単車および農耕作業用自動車（耕
運機・トラクター等）。
【陸運局】
　軽自動車（軽四輪貨物および乗用車・１２５㏄を超える単
車）。
※４月１日を過ぎますと、実際にはバイクや軽自動車を
所有していないのに課税されることになりますのでご注
意ください。
　また、陸運局では毎年、年度末の３月は窓口が大変混
雑し、長時間お待ちいただくことになりますので、登録・
異動・廃車等の申請は、できるだけ早め（３月１５日ごろ
まで）に済ませていただくようお願いします。
　なお、軽自動車税納税通知書は４月中旬に発送いたし
ますので、４月２０日（水）までに納税通知書が届いてい
ない方、もしくは、廃車申告等の手続きをされたのに納
税通知書が届いている方は、お手数ですがご連絡くださ
い。

減免申請は４月２５日までに

　軽自動車税には、身体に障害のある方に対する減免制

度があります。この制度を受けようとする方は、４月２５
日（月）までに税務課で申請手続をしてください。
申請手続に必要な書類等
○減免申請書（税務課にあります）
○軽自動車税納税通知書
○障害者手帳等に関する証明書
○当該車両を使用される方の運転免許証
○軽自動車検査書
　なお、減免対象者は一定の要件を満たす必要がありま
すので、詳しい内容についてはお問い合わせください。

固定資産税の縦覧・閲覧

葛土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧
　納税者が町内の土地や家屋の価格との比較を通じて、
自己の土地や家屋の評価が適正かどうかを確認できるよ
うに「土地価格等縦覧帳簿」と「家屋価格等縦覧帳簿」
が縦覧できます。
○縦覧事項
「土地価格等縦覧帳簿」…所在、地番、地目、地積、評価
額
「家屋価格等縦覧帳簿」…所在、家屋番号、種類、構造、床面
積、建築年、評価額
葛固定資産課税台帳の閲覧
　納税義務者が所有する固定資産、借地人・借家人が使用
している固定資産、賦課期日後に固定資産を取得された
方などが対象資産について「固定資産課税台帳」に記載
された内容を閲覧することができます。
○閲覧事項
「土地課税台帳」…所有者の住所・氏名、土地の所在、地番、
地目、地積、評価額など
「家屋課税台帳」…所有者の住所・氏名、家屋の所在、家
屋番号、種類、構造、床面積、建築年、評価額など
「償却資産課税台帳」…所有者の住所・氏名、取得価格、
帳簿価格、評価額など
《必要書類等》
①印鑑（認印）
②納税通知書、課税明細書
③本人が確認できる免許証等
④委任状と代理人本人が確認できる免許証等
⑤賃貸借契約書と本人が確認できる免許証等
⑥所有権を取得したことを証する書類と本人が確認でき
る免許証等
葛縦覧期間　平成２３年４月１日から５月２日（土、日・
祝日を除く）
葛閲覧期間　平成２３年４月１日から翌年３月３１日（土、
日・祝日及び１２月２９日から１月３日を除く）

葛縦覧・閲覧時間　午前８時半から午後５時１５分（正午
から午後１時までを除く）
葛場所　役場税務課
＊お問い合わせは、税務課（TEL８２‐６１６３）まで

必要書類等縦覧できる方

①・②又は③納税者（現に土地又は家屋の固定資産税を納めている者）

縦
覧

①・②又は③納税者と同一世帯の親族

①・②又は③納税管理人

①・④納税者の代理人

必要書類等閲覧できる方

①・②又は③納税義務者

閲
覧

①・④納税義務者の代理人

①・⑤借地人・借家人

①・⑥賦課期日後に固定資産を取得された方など

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧、固定資産課税台帳等の閲覧のできる方

 ＊税務課からのお知らせ＊
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透明か半透明の袋ならどんな袋も結構です
　　　　木の枝等は紐で束ねて直接出して下さい
　　　　　　中身が確認出来ない段ボール箱や紙袋は収集できません

　透明か半透明の袋ならどんな袋でもかまいませんが、袋を通して新聞の活字が見える程度のものでお願
いします。したがって、中身が確認出来ない袋（黒色や青色のゴミ袋・肥料や米の袋・紙袋）や段ボール箱
で出された場合は収集できません。
　人に見られたくないゴミは、中身の見えない小袋か新聞紙等に包んで透明袋の中に入れてください。中
身の見えない小袋が多ければ透明袋化の意味がありませんので、１～２個程度でお願いします。
　又、木の枝などナイロン袋が破れやすいものは、ナイロン袋に入れずに紐で束ねて直接、ゴミとして出し
て下さい。

～ゴミの減量化にむけて⑥～

　井手町では、ゴミの減量化を進める為に「ゴミの減量化対策検討委員会（井手町環境審議会委員・井手
町区長会で構成）」で論議いただいた結果、燃やすゴミの袋を透明袋に変えることによってゴミの減量化が
期待できるとの方向性を出していただきました。町では、本検討委員会の決定を受け、各区の協力を得な
がら２月２１日から３月７日までの間、各区におきまして住民説明会を開催し、ご理解を頂いてきたところ
です。
　これまで本町では、燃やすゴミについては袋を指定せず制約を設けなかった関係上、ほとんどが中身の
見えない袋で出されていました。ゴミの中身が見えないことから、ゴミ袋の中には古紙・カン・ペットボ
トルや爆発の危険性もあるカセット式ボンベなどが混ざっていることもあり、水分が非常に多く含んでい
るゴミがあるのも現実です。このことが、城南衛生管理組合管内の一人当たりゴミ排出量が平均と比べて
約１.３倍多くしており、ゴミの減量化と資源ゴミ分別の徹底が環境問題やゴミ処理経費の町負担額を考える
上でも、大きな課題となっていました。
　ゴミ袋の透明化は、透明袋に変えたからと言ってゴミが減量出来るものではありません。透明袋に変え
ることによって、今まで以上に意識をもってゴミを出して頂くことに目的があります。
　ゴミを出すことに意識を持つことが、ゴミ問題を考えることに繋がり、ゴミの減量化とゴミを作らない・
ゴミを出さない・ゴミの再利用の取り組みに進むものと考えます。

　４月よりスタート
燃やすゴミは透明袋で
　袋を通して新聞の活字が見える透明袋を

レジ袋を使用されている小売店の皆様へ
　小売店で中身の見えないレジ袋を使用されている場合は、主旨を御理解頂き、透明または半透明のレジ袋に、順
次、切り替えて頂きますようご協力をお願いします。

恩 温桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

ゴ
ミ
を
減
ら
す
た
め
に

　
１
月
　
日（
金
）、
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ

２８

ン
タ
ー
で
ゴ
ミ
の
減
量
化
対
策
検
討

委
員
会
の
会
合
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
（
井
手
町
環
境
審
議
会
委

員
・
井
手
町
区
長
会
で
構
成
）で
は
、
ゴ

ミ
の
減
量
化
の
た
め
の
啓
発
活
動
に

つ
い
て
職
員
か
ら
説
明
が
さ
れ
た
後
、

ゴ
ミ
減
量
化
の
方
策
に
つ
い
て
意
見

交
換
が
行
わ
れ
、
望
ま
し
い
方
向
性
が

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
ゴ
ミ
が
多
い
大
き
な
要
因

は
、
可
燃
ゴ
ミ
に
含
ま
れ
る
水
分
と
再

生
可
能
な
古
紙
な
ど
の
資
源
が
分
別
さ

れ
ず
に
他
の
ゴ
ミ
に
混
入
し
て
い
る
こ

と
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
活
発
な
話
し

合
い
が
行
わ
れ
る
中
、
燃
や
す
ゴ
ミ
の

袋
を
透
明
袋
に
変
え
る
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

ゴミを減らすための方法が
話し合われました。

　現在、各家庭で使用されている中身の見えないゴミ袋
は、今まで通り使用し、使いきってください。新たにゴミ

袋を購入される時から、透明袋の購入をお願いします。当

面は、今まで通り中身の見えない袋であっても収集します

ので、順次、透明袋に切り替えて頂くようお願いします。
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土金木水火月日
1918171615143/13

玉川園庭解放
（支援センター）

さんさん会
（玉泉苑）
わくわく広場

とことこ広場
よちよち広場

（支援センター）
モビール作り

竹の子ひろば

26252423222120

ぴよぴよ広場
（支援センター）
モビール作り

さんさん会
（支援センター）竹の子ひろば

24/13130292827
さんさん会
（玉泉苑）
わくわく広場

さんさん会
（支援センター）竹の子ひろば

おでかけ広場
（西部公民館）
多賀地区

9876543

 子育てサークルの紹介・活動
さんさん会：午前１０時～ 正午【妊婦～３歳位の子どもとその保護者】
　　代表：乾（０９０－３８６６－２５８５）
竹の子ひろば：午前１０時半～正午【未就園児の子どもとその保護者】
　　代表：巽（８２－２４３６）
カモミール（キッズケア）【未就園児の子どもとその保護者】
　　代表：平間（０９０－５３６７－０３９７）

★初めての方は、代表まで連絡ください。
★４月から、さんさん会の代表が変わります。　
　　代表：林（080－１４５１－１８２２）

各広場の対象者　場所：子育て支援センター

＊とことこちゃん広場：1歳半～就学前の子どもとその保護者
＊よちよちちゃん広場：7ヶ月～1歳半位の子どもとその保護者
＊ぴよぴよちゃん広場：妊婦～6ヶ月位の子どもとその保護者
＊おでかけ広場：妊婦～就学前の子どもとその保護者

※どの事業も予約なしでいつでも参加できます。

子育て支援センターからのお知らせ
　子育て支援センターは、玉川保育園にあります。【ＴＥＬ・ＦＡＸ　：　0774－82－2232】

　　★子育て支援センターは、事業の日だけでなく毎日開いています。

　　★子育てで困った時、しんどい時の相談も受けています。　

　　★利用時間　：　月曜日　～　金曜日　午前9時30分～午後4時00分

　　　（ちょいと気分転換という気軽な気持ちで遊びに来てください。）

3・４月の事業　時間：午前10時～正午

平
成
　
年
第
1
回
調
理
師
試
験
及
び
製
菓
衛
生
師
試
験
の
　

23

実
施
に
つ
い
て

願
書
配
付
場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
及
び
京
都
府
田
辺
総
合
庁
舎

　【
平
成
　
年
度
第
１
回
調
理
師
試
験
】

２３

　
　
願
書
配
付
日
／
３
月
７
日
（
月
）
～
４
月
　
日
（
金
）

１５

　
　
願
書
受
付
日
／
 ４
月
　
日
（
月
）
～
４
月
　
日
（
金
）

１１

１５

　【
平
成
　
年
度
製
菓
衛
生
師
試
験
】

２３

　
　
願
書
配
付
日
／
３
月
７
日
（
月
）
～
４
月
　
日
（
金
）

２２

　
　
願
書
受
付
日
／
 ４
月
　
日
（
月
）
～
４
月
　
日
（
金
）

１８

２２

願
書
受
付
場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
及
び
京
都
府
田
辺
総
合
庁
舎
総
合
案

内
・
相
談
セ
ン
タ
ー
（
郵
送
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
）

試
験
日
時
／
５
月
　
日
（
日
）
午
前
　
時
～
正
午

２９

１０

試
験
会
場
／
（
京
都
会
場
）
長
浜
バ
イ
オ
大
学
京
都
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｕ
Ｓ
烏
丸
学
舎

　
　
　
　
　（
福
知
山
会
場
）
福
知
山
淑
徳
高
等
学
校

＊
受
付
時
間
な
ど
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
府
山
城
北
保
健
所
衛
生
室

(
)

  Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
７
４
‐
　
‐
２
９
１
２
 ま
で
 

２１

資　格試験期日受付
期間

募集
種目

２０歳以上２６歳未満の者
（２２歳未満の者は大卒
（見込含））大学院修士
学位取得者（海上技術
幹部候補生志願者は、
理工学修士学位取得
者に限る）及び自衛官
は２８歳未満

１次：５月１４日・１５日
（１５日は飛行要員のみ）
２次：
６月１４日～１６日のうち
指定する日
３次：
７月１２日～８月４日
（飛行要員のみ、指定す
る日）

２
月
１
日
～
５
月
６
日

一
般
・
技
術幹

部
候
補
生 専門の大卒（見込含）

２０歳以上３０歳未満の
者（薬剤は２０歳以上２６
歳未満の者（薬学修士
学位取得者は２８歳未
満））

１次：５月１４日
２次：
６月１４日～１６日のうち
指定する１日

歯
科
・
薬
剤
科

１８歳以上２７歳未満の者
１次：５月２１日
２次：
６月２２日～２７日のうち
指定する１日

２
月
１
日
～

５
月
６
日

一
般
曹
候
補
生

平成２３年度自衛官補募集案内　募集種目及び試験期日等

＊お問い合わせは、自衛隊京都地方協力本部(℡０７５‐２１１‐３４７１)
　または、宇治地域事務所(℡４４‐７１３９)まで



2011-3広報いで１１１１

禍

花

稼

苛

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

第２９回全国中学生人権作文コンテストの入賞作品から

　このコンテストは、毎年法務省人権擁護局と全国人権擁護委員連合会が、次代を担う中学生
に自分の身近にある人権についての思いを作文に書いてもらうことによって、人権尊重の大切
さや基本的人権についての理解を深め、豊かな人権感覚を身につけてもらうことを目的に開催
されています。
   作品から伝わってくる中学生の純粋な気持ちにふれて、人権について考えましょう。 

文部科学大臣奨励賞
「今日もどこかで・・・」

　　　　　　　　　　　徳島県・藍住東中学校２年
米澤拓也

   今日も、教室でいじめられている人がいる。その人
は、いつも教室の片隅で好きな本を読んで、周りの人
の声を聞かないようにしている。誰かに悩みを打ち明
けることもなく、誰から励まされることもなく、心を
閉ざし、重くつらい一日が早く過ぎ去ることを願いな
がら、本を読んでいる。
　その人は、小学四年生の時の僕です。いじめはとて
も卑劣で、卑怯なことです。今考えても、なぜいじめ
られたのか全く分かりません。その当時も、「もしかす
ると自分がその子たちに何かをしてしまったから、嫌
なことをされるのだろうか・・。僕自身にダメなとこ
ろがあるからしょうがないのだろうか・・。」と考え
たこともありました。道徳の授業やその時の先生の言
葉を考えているうちに、いじめは理由があるから起こ
るのでなくて、する人がいるから起こるのだと思うよ
うになってきました。つまり、何も悪いことをしてい
ない人に対しても、容赦なく降りかかってきます。そ
の人の生まれもった身体や名前のことについて様々な
悪口を言われたり、勝手な理由で暴力を振るわれたり
する最悪の行為です。なぜいじめたのか・・。そんな
ことは理解できないし、考えたくもありません。
　いじめは、同世代の集団の中で起こります。子ども
の集団の中で起こっていることは、大人の人たちは気
づきません。そして、いじめられている人は、いじめ
られていることを、親や先生など大人には言いませ
ん。いや、言えません。いじめられていることを言っ
たら、いじめている人は叱られるが、その後、より一
層いじめがひどくなるのではないかと恐れるからで
す。
　しかし、その時僕は、思い切って先生に相談をして
みることにしました。僕の担任だった先生は、とても
正義感の強い人で、話を最後まで聞いてくれ、重く受
け止めてくれる人だったからです。先生に話した時、
先生はとても驚いた様子で、「気づかなくてすまなかっ
た。」と言いました。無理もありません。いじめの内
容は、自分の持ち物を隠されたり、変な内容の手紙が
机の中に入れられたりするというものだったのです。
　幸いなことに、それ以降僕に対するいじめは無くな

りました。しかし、今日もどこかで、誰かがいじめに
遭っているのではないか・・という不安が頭をよぎり
ます。
　中学二年生になって、道徳の授業で「心やさしい子
どもたちへ」の学習をしています。いじめが原因で自
らの命を絶ってしまった大河内清輝君のご両親が、こ
れから先、子どもたちがいじめによって苦しい思いを
し、命を絶つことのないようにという願いを込めて、
自らの思いを綴ったものです。清輝君は長い間いじめ
を受け続け、遺書だけを残して、この世を去りまし
た。同級生の人から二年以上もの間いじめを受け続け
ました。グループでのリンチや数万円単位の金額の巻
き上げなど、とても凶悪なものでした。彼は家族に相
談をできないまま、周りの人から助けられないまま、
二年以上も過ごし続けたのでした。どんなに苦しい時
間だったのだろうかと考えると、言葉も見つかりませ
ん。そして、死を選んだことは、本人にとっても残さ
れた人たちにとっても、本当に悔しさばかりが残るの
ではないでしょうか。周りにもたくさんの人がいたは
ずなのに、なぜ清輝君を助けることが出来なかったの
か・・。彼がいじめられているのを同級生の人たち
は、なぜ見て見ぬふりだったのだろうかと思います。
　僕は、先生に打ち明けた時に、自分の気持ちを聞い
てくれたことが、本当にうれしかったです。そして、
もういじめが無くなると思うと、心の底から安心した
ことを今でも覚えています。だからこそ、今僕は、つ
らい気持ちを抱えている人に声をかけ、助けになりた
いと思っています。人と接することで、気持ちがやわ
らぐといいなと考えています。
　いじめは、同世代の集団の中で起こります。だか
ら、いじめが起こった時、一番早く気づき、一番力に
なれるのが、同じクラスの人であり、同じ学年の人だ
と思います。ほんの少し、クラスや学年の人たちが勇
気を出すことで、いじめは無くなると思います。僕は
そんな勇気のある人間になりたいです。
　人の心を深く傷つけ、時には取り返しのつかない道
を選ばせてしまう、そんな卑劣な行為を許さない仲間
でありたい。
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５
）
ま
た
は
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
 Ｃ
 事
業
部

-

（
℡
　
 
７
６
０
３
）
へ
。

55
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

▽
株
式
会
社
巌
建
設
工
業
（
木
村
土
生
代

表
取
締
役
）
か
ら
「
社
会
福
祉
」
に
５
３
，

１
５
９
円
の
寄
付

▽
寺
井
敏
雄
さ
ん
（
上
井
手
区
）
か
ら
「
社

会
福
祉
」
に
５
千
円
の
寄
付

▽
大
峰
会
（
多
賀
地
区
）
か
ら
「
小
学
校

の
教
材
な
ど
」
に
５
万
円
の
寄
付

　
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
善
意
の
寄
付
金
を

社
会
福
祉
基
金
に
積
み
立
て
た
り
小
学
校

の
教
材
購
入
な
ど
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

宝
く
じ
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
、
投
光
器
、
芝

刈
り
機
、
ア
ン
プ
一
式
等
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
。

　
宝
く
じ
助
成
は
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を

は
か
る
た
め
に
宝
く
じ
の
収
入
源
を
財
源

と
し
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や

共
同
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
に
対
し
て

助
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。
宝
く
じ
の
助
成

金
は
ま
ち
の
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
役
立
っ
て

い
ま
す
。

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
３
月
　
日
（
水
）
午
後
７
時
～
９
時

２３

場
所
／
い
ず
れ
も
、
自
然
休
養
村
管
理
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル

【
和
太
鼓
教
室
（
サ
ー
ク
ル
）】

日
時
／
３
月
　
日
・
４
月
２
日
（
土
）
午

１９

後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
３
月
　
日
・
　
日
・
４
月
９
日
（
土
）

１２

２６

午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館（
℡

　
‐
４
１
１
２
）
ま
で

８２【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
３
月
　
日
・
　
日
（
金
）
い
ず
れ

１１

２５

も
、
午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
３
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午

１１

１０

　
　
　
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
　
時
半

２５

１０

１１

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
３
月
　
日
（
木
）・
　
日
（
水
）
午

１０

２３

後
１
時
半
～
３
時

《
人
権
学
習
》

日
時
／
３
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
半
～

２５

１１

正
午
・
午
後
３
時
～
３
時
半

【
健
康
教
室
】

日
時
／
３
月
　
日
（
木
）
午
前
　
時
～
　

２４

１０

１１

時
半

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
絵
手
紙
を

描
き
ま
し
ょ
う
）】

日
時
／
３
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

１６

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ

６０

る
方

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

２０

ン
タ
ー
だ
よ
り
」で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の

　
戸
建
て
住
宅
・
店
舗
併
用
住
宅
・
共
同

住
宅
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
寝
室
・
階
段
・

台
所
な
ど
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

※
悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。
消
防
署
や
消
防
団
が
販
売
し
た

り
、
特
定
の
業
者
に
販
売
を
委
託
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
お
問
合
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
本
部
予

防
課
（
℡
　
‐
７
８
２
６
）
ま
た
は
、
京

６３

田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
（
℡
　
‐
３
０

８２

０
０
）
ま
で

井
手
町
新
産
業
育
成
施
設（
井
手
町

ベ
ン
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
）入
居
者
募
集

の
ご
案
内

　
井
手
町
で
は
、
新
産
業
の
育
成
及
び
既

存
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、「
井
手
町

新
産
業
育
成
施
設
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

今
回
新
た
に
入
居
者
を
募
集
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
請
期
間
／
３
月
　

(
)

日
 木
 ま
で

３１

※
詳
し
く
は
井
手
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
財
政
課
（
℡
　８２

‐
６
１
６
２
）
ま
で

京
都
サ
ン
ガ
F.

 C.

 コ
ー
チ
と
　

健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か

日
時
／
３
月
　
日
（
火
）　
午
前
　
時
～
正
午

２２

１０

場
所
／
府
立
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館
体
育
館

対
象
／
お
お
む
ね
　
歳
以
上
の
方

６０

定
員
／
　
名
１００

内
容
／
身
体
健
康
チ
ェ
ッ
ク
　
ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
＆
ス
ト
レ
ッ
チ
　
サ
ッ
カ
ー

ボ
ー
ル
を
使
っ
た
運
動

参
加
費
／
無
料

申
込
み
／
高
齢
福
祉
課
（
℡
　
‐
６
１
６

82

３
月
は
、
後
期
高
齢
者
保
険
料
の
第
９
期
、
介
護
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険
税
の
第
　
期
納
期
限
で
す
。
期
限
内
に
収
め
ま
し
ょ
う
。

１０

小
野
小
町
を
テ
ー
マ
に
小
町
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す

　
小
町
ま
つ
り
で
は
、
家
庭
で
で
き
る
簡

単
な
顔
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
エ
ス
テ
テ
ィ
シ

ャ
ン
講
師
か
ら
受
講
で
き
る
『
美
人
教

室
』、
小
野
小
町
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
サ
ン

ド
ブ
ラ
ス
ト
作
り
が
で
き
る
『
サ
ン
ド
ブ

ラ
ス
ト
体
験
教
室
』
な
ど
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
／
３
月
　
日
（
日
）　

２０

場
所
／
井
手
町
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
財
政
課
（
℡
　８２

‐
６
１
６
２
）
ま
で

救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
／
４
月
３
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

参
加
費
／
無
　
料

受
付
期
間
／
４
月
２
日
（
土
）
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
は
京
田
辺
市
消
防
署
井

手
分
署
（
℡
　
‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
　
　
　
　
　

　
設
置
期
限
は
5
月
　
日
で
す

31

講
座
・
教
室
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詳
し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
３
月
　
日
（
金
）
午
後
７
時
半
～

１８

９
時

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

・
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様

だ
け
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課（
℡
　８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で

【
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
】

日
時
／
３
月
　
日
（
土
）・
４
月
９
日
（
土
）

１２

い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
半
～

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
館

【
親
と
子
の
絵
本
の
会
】

日
時
／
３
月
　
日
（
土
）
午
後
２
時
～

１９

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
図
書
館（
℡

　
‐
５
７
０
０
）
ま
で

８２ 【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
３
月
　
日
（
木
）

１０

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
４
月
７
日
（
木
）

　
　
　
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２
 【

わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／
４
月
１
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午

１０３
月
は
、
多
賀
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

 国民健康保険からのお知らせ

■７０歳～７４歳までの方の窓口負担（１割）が据え置かれます

 老人医療費受給者証の更新について

◇お問い合わせは、保健医療課（℡８２－６１６６）まで

　国民健康保険に加入されている７０歳から７４歳までの方に交付しております「国民健康保険高齢受給者証」（白
色）の「一部負担金の割合」欄に「２割（平成２３年３月３１日までは１割）」と記載されているものをお持ちの
方については、制度がさらに１年間延長されたことから、更新が必要となりました。（※ただし、有効期限につ
いては、毎年８月１日に前年の所得に基づき負担割合の見直しを行うため、平成２３年７月３１日までとなってい
ます。）
　なお、新しい高齢受給者証は、３月中旬に郵送予定です。（※ただし、一部負担金の割合が「３割」と記載さ
れている方の負担割合の変更はありません。）

   ６５歳～６９歳までの方に交付しております｢福祉医療費受給者証（老）
｣（さくら色）を、現在お持ちの方について、７０歳～７４歳までの方の
窓口負担（１割）が据え置かれたことによって、老人医療費助成事業
の窓口負担（１割）も継続となります。
　｢福祉医療費受給者証（老）｣の有効期限が平成２３年３月３１日となっ
ておりますので、平成２３年４月１日～７月３１日までの｢福祉医療費受
給者証（老）｣を３月中旬に郵送予定です。
　なお、平成２３年８月１日の更新は改めてご通知いたします。

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
３
歳
児
健
診
》

日
時
／
３
月
　
日
（
金
）

１１

対
象
／
Ｈ
　
・
７
・
８
か
ら
Ｈ
　
・
　
・

１９

１９

１０

７
生
ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２ 【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
】

日
時
／
３
月
　
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

２８

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
４
月
４
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
３
月
　
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２８

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
第
１
月
曜
日
は
玉

泉
苑
、
第
３
月
曜
日
は
賀
泉
苑
で
開
設
し

て
い
ま
す
。

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
　
‐
３
４
９
９
）
ま
で

８２

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
３
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～

２２

４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
相
談
室

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
３
月
　
日
（
火
）
午
前
　
時
半
～

２２

１０

午
後
２
時

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

各

種

相

談

子

育

て

健

康

恩 温桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶
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雑
誌
は
１
人
５
冊
、　
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、　
１
週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
　
３
月

一
般
書

「
国
道
沿
い
の
フ
ァ
ミ
レ
ス
」　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
野
智
美

「
ゴ
ー
ゴ
ー
・
Ａ
ｉ
　
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
闘

争
４
０
０
０
日
」　
　
　
　
　
海
堂
尊

「
ト
ロ
ン
プ
ル
イ
ユ
の
星
」米
田
夕
歌
里

「
花
桃
実
桃
」　
　
　
　
　
　
中
島
京
子

「
煙
が
眼
に
し
み
る
」　
　
　
石
川
渓
月

「
大
絵
画
展
」　
　
　
　
　
　
望
月
諒
子

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

　
月
～
３
月
　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

１０

４
月
～
９
月
　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

☆
３
月
・
４
月
の
休
館
日

３
月
７
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１４

２２

２４

２８

４
月
４
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１１

１８

２５

２８

※
資
料
整
理
日
（
休
館
日
）
は
毎
月
最

終
の
木
曜
日
で
す
が
、

今
年
度
の
３
月
は
　
日
に
な
り
ま
す
。

２４

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
　
冊
、　
２
週
間

１２

「
カ
サ
サ
ギ
た
ち
の
四
季
」　
道
尾
秀
介

児
童
書

「
ほ
ん
な
ん
て
だ
い
き
ら
い
！
」

　
　
　
　
　
マ
イ
ケ
ル
・
エ
ン
バ
リ
ー

「
は
る
ね
こ
」　
　
　
　
か
ん
の
ゆ
う
こ

「
ま
ち
の
い
ぬ
と
い
な
か
の
か
え
る
」

　
　
　
　
　
　
　
モ
ー
・
ウ
ィ
レ
ム
ズ

「
バ
ロ
ン
、
い
っ
し
ょ
に
あ
る
こ
う
！
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
島
ま
や

「
ア
キ
ン
ボ
と
マ
ン
ト
ヒ
ヒ
」　
　
　
　

ア
レ
ク
ザ
ン
ダ
ー
・
マ
コ
ー
ル
・
ス
ミ
ス

３
月
・
４
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

３
月
　
日
（
土
）
４
月
９
日
（
土
）

１２

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

３
月
　
日
（
土
）
４
月
　
日
（
土
）

１９

１６

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

《
春
の
お
は
な
し
会
》

４
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

２４

夢で逢いましょう
藤田　宜永
数十年ぶりに再会した幼馴染
３人組。定年退職した昌二、
現役の探偵・三郎、そして陰
のある誠一郎が還暦を迎えて
探し求めたものとは？　ノス
タルジック・ミステリー。『週
刊ポスト』連載に加筆改稿し
て単行本化。

アレルギーでも食べられる　
しあわせケーキ
柴田書店
家庭でママがつくれるおやつ
から、プロのパティシエ向き
のものまで、人気パティスリ
ーの、卵・乳・小麦を除去し
たケーキのレシピを紹介。ア
レルギー対応ケーキ製造・販
売ノウハウなども収録。

ジス・イズ・ロンドン
ミロスラフ　サセック
紳士たちのモダンなファッシ
ョンから、真っ赤な２階建て
のバス、女王が住むバッキン
ガム宮殿、橋が上がるタワ
ー・ブリッジまで…！　旅す
る絵本作家サセックが、楽し
いロンドンの様子を描いた絵
本。

トリックアート図鑑だまし絵
北岡　明佳
さかさ絵、反転図形、目の錯
覚など、いろいろなだまし絵
を、古典から最新まで紹介。
写真、イラスト、図版を７０点
収録する。かくし絵やクイズ
など、遊べるだまし絵も掲載。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ
　
学
生
で
収
入
が
な
い
た
め
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
の

が
困
難
な
の
で
す
が
。

Ａ
　
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、　
歳
に
な
っ
た
時
か
ら

20

国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
が
、
学
生
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
負
担
を
考
慮
し
、
在
学

中
の
保
険
料
納
付
を
猶
予
す
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
対
象
と
な
る
学
生
は
、
大
学
、
短
期
大
学
、

大
学
院
、
高
等
学
校
、
専
修
学
校
な
ど
の
ほ
か
、
各
種
学
校
（
１

年
以
上
の
就
学
課
程
に
限
る
）
に
在
学
す
る
　
歳
以
上
の
学
生
で

２０

す
。
ま
た
、
夜
間
・
定
時
制
・
通
信
課
程
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
年
金
手
帳
、
学
生
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
書
類
（
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
）
を
持

参
の
上
、
住
民
福
祉
課
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
将
来
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
（
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
ま
た
は
免
除
期
間
、
厚
生
年
金
な
ど
他
の
年
金
の
加
入
期
間
と

合
わ
せ
て
最
低
　
年
）
に
は
含
ま
れ
ま
す
が
、
受
け
取
る
年
金
額

２５

の
計
算
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
減
ら

さ
な
い
た
め
に
、
承
認
を
受
け
て
か
ら
　
年
間
の
う
ち
に
保
険
料

１０

を
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す

（
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す

る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算
額
が
加
わ
り
ま
す
）。

卒
業
後
、
受
け
取
る
年
金
額
を
満
額
に
近
付
け
る
た
め
に
も
追
納

さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

京都府最低賃金が
改定されました

７４９円
（時間額）

最低賃金に関するお問い合わせは

京都労働局（℡０７５－２４１－３２１５）

又は最寄りの労働基準監督署へ。

発効日：平成２２年１０月１７日

※特定の産業には特定（産業別）

　最低賃金が定められています。
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ごみ収集日程表（ 3月11日～ 4月10日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL82‐6168）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

ごみは、朝９時までに出してください。
★4月より、燃やすごみの袋の透明化を試行します。透明袋による排出にご協力をお願いします。
★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入れて出し
　てください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL８２‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・ 
   洗濯機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発　泡
トレー等

ペット
ボトル

粗大ごみビンカン燃やすごみ
 区　分
地　区 

水曜日
３月１５日

３月２９日
３月１７日４月７日３月２４日３月３１日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日
３月２２日
４月５日

３月１８日４月７日３月２５日４月１日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

水曜日３月２３日３月１７日３月３１日３月２４日４月７日火・金曜日上 井 手 区

水曜日
３月１６日
３月３０日

３月１７日３月３１日３月２４日４月７日火・金曜日多 賀 全 区

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東
松ヶ花、茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷⑨３月２５日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩３月２８日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、
天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜⑪３月２９日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内⑫３月３０日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山
縁、田村新田⑬３月３１日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段
ノ下、扇畑、浜田、橋ノ本⑭４月１日

梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、
南溝、下赤田、上赤田、鳥休、柴木田⑮３月１１日

４月４日

（カン）
◆出せるカン　　　　　ジュース、ビール、缶詰などの空缶
◆出し方　　　　　　　必ず中身を出す。簡単な水洗いをする。中身の見える袋で出してください。
◆出せないカン　　　　一斗缶、フライパン、やかん、スプレー缶など。なお、使用済み乾電池は、カンと混
　　　　　　　　　　　ぜないで中身の見える別の袋でカンの日に出してください。
　　　　　　　　　　　＊充電池、ボタン電池は購入店などに返却してください。



住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
３歳児健診（午後１時～１時半、保健センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

金3/11

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

土12

第２５回井手町解放文化祭（午前１０時～午後３時半、いづみ人権交流セン
ター・いづみ児童館）日13

月14
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）火15
生き生きふれあいサロン【絵手紙を描きましょう】　
（午後１時半～、玉泉苑)
ゆっくり学べるパソコン教室(午後２時～５時、いづみ
人権交流センター)

水16

認知症介護相談会（午前１０時～午後３時、保健センター）
手芸教室（午前１０時～正午、午後１時～３時、いづみ人権交流センター）木17
ゆっくり学べるパソコン教室(午後２時～５時、いづみ人権交流センター)
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）金18
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土19
小町まつり（午前１０時～、まちづくりセンター椿坂）
世界記録に挑戦！流しそうめん大会（午後１時～、玉川堤一帯）日20
玉川の名水を守る会山吹植栽（午前９時～正午、玉川堤）月21
サンガ健康アカデミー（午前１０時～正午、府立山城勤労者福祉会館体育館）
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階相談室）

火22

ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）水23
健康教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）木24
大正琴教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
人権学習（午前１１時半～正午、午後３時～３時半、いづみ人権交流セン
ター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

金25

和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土26
第１５回ふれあい福祉まつり（午前１０時～午後３時、玉泉苑・石垣公園）日27
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）
心配ごと相談・人権相談・行政相談（午後１時～４時、賀泉苑）月28

火29
水30
木31

無火災デー防火パレード
わくわく広場（午前１０時～正午、玉泉苑）金4/1
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土2

日3
心配ごと相談・人権相談・行政相談（午後１時～４時、玉泉苑）
乳児健診・ＢＣＧ（午後１時～１時半/BCGのみの方は２時４０分～受
付、保健センター）

月4

火5
水6

山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）
体育協会総会（午後７時半～、山吹ふれあいセンター集会室）木7

金8
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土9
京都府議会議員一般選挙投票日（午前７時～午後８時、各投票所）日10

出張徴収
【多賀】

出張徴収
【北・南】

まちのカレンダまちのカレンダーー
（3月11日～4月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－6161総　務　課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建　設　課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
0774－82－4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

届出人赤ちゃん住所

篤 唯  花 
ゆい か

山 森多賀

晋 平 颯  介 
そう すけ

隈 本井手

卓 也 琉  輝  斗 
る き と

丸 山井手

健 太 朗 蒼  空 
そ ら

大 西井手

和 洋 連  嵐 
れ あ

東多賀

〈
出
産
〉

（１月２０日から２月１９日までの届出分・敬称略）

妻夫住所

岡 井　 麻希横田　優一郎井手

〈
婚
姻
〉

（１月２０日から２月１９日までの届出分・敬称略）

正

収集区域
収集区域
番号

曜日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、
石名田、高橋、谷村、宮ノ後、天王山、蛇谷、
粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜

⑩月28

誤

収集区域
収集区域
番号

曜日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、
小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩月28

お詫びと訂正

役場だより3月号に掲載のし尿収集日程に一部誤りが
ありました。お詫び申し上げますとともに、次のとお
り訂正させていただきます。


